
6

る
「
長
万
部
町
創
生
総
合
戦
略
推

進
協
議
会
」
を
起
ち
上
げ
、
総
合

戦
略
の
方
向
性
や
具
体
案
に
つ
い

て
広
く
意
見
・
ア
イ
デ
ア
等
を
集

め
、
審
議
・
検
討
を
し
て
い
く
体

制
を
構
築
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
　
今
後
は
、
こ
の
「
地
方
版
総
合

戦
略
」
を
本
年
十
月
末
ま
で
の
完

成
を
目
指
し
、
戦
略
策
定
に
必
要

な
調
査
・
分
析
作
業
等
の
業
務
委

託
と
あ
わ
せ
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　
一
九
八
七
年（
昭
和
六
十
二
年
）

に
東
京
理
科
大
学
長
万
部
校
舎
が

開
校
し
、
本
年
で
二
十
九
年
を
迎

え
、
現
在
ま
で
お
よ
そ
七
千
人
が

本
校
舎
を
卒
寮
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。
こ
の
間
、
平
成
二

十
三
年
度
か
ら
は
、
学
内
の
総
合

研
究
機
構
に
「
長
万
部
地
域
社
会

研
究
部
門
」
が
設
置
さ
れ
、
水
産

業
・
自
然
科
学
分
野
と
社
会
科
学

分
野
に
お
い
て
、
基
幹
産
業
で
あ

る
ホ
タ
テ
貝
の
有
効
利
用
な
ど
を

は
じ
め
と
し
た
地
域
に
貢
献
で
き

る
よ
う
な
取
組
が
開
始
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
昨
年
か
ら
は
、
本
町
と
大
学
が

広
い
分
野
に
お
い
て
、
相
互
に
知

的
・
人
的
・
物
的
資
源
を
活
用
し
、

地
域
の
活
性
化
や
東
京
理
科
大
学

長
万
部
校
舎
発
展
の
た
め
に
連
携

を
強
化
し
て
い
く
た
め
の
協
議
が

進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

大
学
と
町
と
の
連
携
は
、
地
方
創

生
総
合
戦
略
も
含
め
、
将
来
に
向

け
た
具
体
策
を
検
討
す
る
上
で
、

重
要
な
施
策
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
こ
れ
ら
の
連
携
す

る
具
体
的
取
組
の
一
つ
と
し
て
、

ま
ず
、
全
国
の
企
業
家
と
な
っ
て

い
る
東
京
理
科
大
学
の
卒
業
生
が

本
町
に
集
い
、
ま
ち
が
持
っ
て
い

る
資
源
等
を
活
用
し
事
業
化
の
可

能
性
を
探
る
こ
と
や
、
地
域
活
性

化
の
ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
い
た
だ

き
、
町
民
と
の
交
流
な
ど
で
の
人

脈
形
成
に
よ
り
、
企
業
誘
致
の

き
っ
か
け
づ
く
り
な
ど
を
狙
う

「
長
万
部
地
方
創
生
サ
ミ
ッ
ト
」

（
仮
称
）
を
本
年
九
月
五
日
と
六

日
に
渡
り
、
大
学
と
町
の
共
催
で

開
催
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
ま

ち
を
挙
げ
て
の
お
も
て
な
し
に
よ

り
、
本
サ
ミ
ッ
ト
を
成
功
さ
せ
る

よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
本
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
本

町
と
大
学
と
の
包
括
的
な
連
携
に

関
す
る
協
定
の
締
結
が
予
定
さ
れ

て
お
り
、
さ
ら
な
る
具
体
的
連
携

事
項
に
つ
い
て
協
議
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
天
然
ガ
ス
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー

シ
ョ
ン
事
業
の
廃
熱
を
利
用
し
、

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
温
泉
水
を

加
温
し
た
と
こ
ろ
、
利
用
者
が
大

き
く
増
加
し
た
こ
と
か
ら
、
シ
ャ

ワ
ー
の
増
設
を
行
う
こ
と
と
し
、

本
定
例
会
に
補
正
予
算
を
提
案
い

た
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
九
月
二
十
一
日
は
敬
老

の
日
で
す
が
、
長
寿
の
お
祝
い
と

社
会
貢
献
へ
の
お
礼
を
こ
め
て
、

九
月
十
四
日
か
ら
十
六
日
ま
で
と

十
八
日
か
ら
二
十
一
日
ま
で
の
計

七
日
間
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
を

無
料
開
放
す
る
予
定
と
し
て
お
り

ま
す
。

　
本
年
度
か
ら
、「
共
に
支
え
合

い
、
長
寿
で
豊
か
な
ま
ち
づ
く

り
」
を
基
本
理
念
と
し
て
、
第
六

期
介
護
保
険
事
業
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
地
域
に
お
け
る
医

療
及
び
介
護
の
総
合
的
な
確
保
を

推
進
す
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整

備
に
関
す
る
法
律
の
改
正
が
行
わ

れ
、
こ
れ
に
伴
い
、
介
護
保
険
法

も
改
正
さ
れ
、
平
成
二
十
七
年
四

月
か
ら
公
費
を
投
入
し
て
低
所
得

者
の
第
１
号
保
険
料
軽
減
強
化
を

行
う
こ
と
か
ら
、
本
定
例
会
に
介

護
保
険
条
例
の
一
部
改
正
を
提
案

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
四
月
一
日
に
さ
か
え
保
育
所
の

入
所
式
を
行
い
、
今
年
度
の
入
所

児
童
数
は
、
保
育
定
員
六
十
名
に

対
し
、
五
十
九
名
の
入
所
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　
一
時
保
育
事
業
の
四
月
の
利
用

は
、
三
歳
未
満
児
が
四
名
で
延
べ

五
十
六
日
間
、
三
歳
以
上
児
が
一

名
で
延
べ
五
日
間
、
小
学
校
低
学

年
児
童
受
入
事
業
の
利
用
は
、

一
・
二
年
生
が
四
名
で
延
べ
五
十

七
日
間
、
保
育
所
に
併
設
し
て
い

る
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の

利
用
は
、
延
べ
五
十
三
組
一
一
三

人
の
親
子
の
利
用
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　
ま
た
、
放
課
後
児
童
健
全
育
成

委
託
事
業
の
学
童
保
育
所
「
な
な

か
ま
ど
」
は
、
四
月
六
日
に
入
所

式
を
行
い
、
現
在
、
小
学
一
年
生

三
名
、
二
年
生
二
名
の
計
五
名
の

入
所
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
消
費
税

率
の
引
き
上
げ
に
よ
る
影
響
を
緩

和
す
る
た
め
、
暫
定
的
・
臨
時
的

な
措
置
と
し
て
、
所
得
の
低
い
方

へ
臨
時
福
祉
給
付
金
が
支
給
さ
れ

東東東東東東東東東東東東東東
京
理
科
大
学
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